
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
は

１）
発
足
の
経
緯

１
９
８
９
年
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
老
人
性
認
知
症
疾

患
セ
ン
タ
ー
の
事
業
が
介
護
保
険
下
で
の
認
知
症
疾
患

対
策
の
見
直
し
か
ら
２
０
０
７
年
に
廃
止
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
認
知
症
患
者
は
高
齢
化
に

伴
い
増
加
し
、
２
０
３
０
年
に
は
従
来
の
予
想
を
超
え

た
４
０
０
万
人
が
認
知
症
に
罹
患
す
る
こ
と
も
報
告
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
認
知
症
患
者
を
医
療
の
み
で
な

く
福
祉
・
一
般
市
民
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万

人
キ
ャ
ラ
バ
ン
）
な
ど
多
職
種
に
て
ケ
ア
を
行
う
必
要

性
が
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
り
調
整
を
行
う
目
的
と
し

て
新
た
に
２
０
０
８
年
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

事
業
が
発
足
し
た
。

２）
目
的

都
道
府
県
お
よ
び
指
定
都
市
が
設
置
し
、
保
健
医
療

・
介
護
機
関
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
認
知
症
疾

患
に
関
す
る
鑑
別
診
断
、
周
辺
症
状
と
身
体
合
併
症
に

対
す
る
急
性
期
治
療
、
専
門
医
療
相
談
な
ど
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
地
域
保
健
医
療
・
介
護
関
係
者
へ
の
研

修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
疾
患

の
保
健
医
療
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

認
知
症
医
療
連
携

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

立
場
か
ら

丸

木

雄

一

（４３３）71 CLINICIAN ’10 NO. 588



３）
設
置
基
準

�
専
門
医
療
機
関
と
し
て
の
機
能

�
専
門
医
療
相
談
窓
口
、
専
用
電
話
な
ど
の
設
置

�
人
員
配
置

a）
専
従
の
認
知
症
専
門
医
、
b）
専
従

の
臨
床
心
理
技
術
者
、
c）
２
名
以
上
の
専
従
の
精

神
保
健
福
祉
士
も
し
く
は
保
健
師

�
検
査
体
制

血
液
検
査
、
尿
一
般
検
査
、
心
電
図
、

神
経
心
理
検
査
、
画
像
診
断
（
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
連
携
体
制
も
可
）
検
査
が
行
え
る
こ

と
�
入
院
治
療

一
般
病
床
（
合
併
症
対
策
）
と
精
神

科
病
床
（
周
辺
症
状
対
策
）
を
有
す
る

�
地
域
連
携
の
機
能

�
情
報
セ
ン
タ
ー
機
能

鑑
別
診
断
や
入
院
治
療
の

必
要
な
患
者
の
入
院
の
調
整
な
ど
に
お
い
て
、
地

域
認
知
症
医
療
に
関
す
る
連
携
の
中
核
と
し
て
機

能
す
る
こ
と

�
研
修
会
、
連
携
協
議
会

サ
ポ
ー
ト
医
研
修
や
、

か
か
り
つ
け
医
研
修
の
実
施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

つ
つ
、
研
修
を
自
ら
行
い
、
地
域
に
お
け
る
認
知

症
の
専
門
医
療
に
係
る
研
修
に
積
極
的
に
取
り
組

む
以
上
診
断
、
治
療
に
関
す
る
設
置
基
準
に
加
え
て
、

医
療
相
談
機
能
の
強
化
、
入
院
患
者
の
調
整
、
連
携
協

議
会
の
設
置
、
研
修
会
の
積
極
的
な
開
催
な
ど
医
療
連

携
の
項
目
が
具
体
的
か
つ
数
多
く
設
置
基
準
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

認
知
症
医
療
連
携
の
実
際

１）
当
セ
ン
タ
ー
外
来
、
入
院
、
相
談
件
数

わ
れ
わ
れ
は
さ
い
た
ま
市
（
政
令
指
定
都
市
、
人
口

約
１
２
１
万
人
）
よ
り
２
０
０
９
年
４
月
１
日
づ
け
で

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
事
業
を
委
託
さ
れ
た
。
２

０
０
９
年
４
月
よ
り
２
０
１
０
年
１
月
末
ま
で
の
１０
カ

月
の
実
績
を
表
�
に
示
す
。

外
来
窓
口
と
し
て
従
来
行
っ
て
き
た
週
２
回
の
も
の

忘
れ
外
来
を
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
受
託
と
同
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時
に
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
週
６
日
連
日
診
療
に

拡
大
し
た
。
新
患
患
者
は
１０
カ
月
間
で
４
５
５
名
、
一

カ
月
平
均
４５
名
で
あ
っ
た
。
上
半
期
の
平
均
４４
・
８
名

／
月
か
ら
下
半
期
４
カ
月
の
平
均
は
４６
・
５
名
で
若
干

増
加
傾
向
に
あ
る
。
鑑
別
の
内
訳
を
図
�
に
示
す
。
最

も
多
い
の
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
（
Ａ
Ｄ
）
で

２
４
５
例
（
５３
・
８
％
）、
脳
血
管
障
害
性
認
知
症
（
Ｖ

Ｄ
）
３３
例
（
７
・
３
％
）、
汎
発
性
レ
ビ
ー
小
体
病
（
Ｄ

Ｌ
Ｂ
Ｄ
）
２０
例
（
４
・
４
％
）、
前
頭
側
頭
型
認
知
症

（
Ｆ
Ｔ
Ｄ
）
９
例
（
２
・
０
％
）、
特
発
性
正
常
圧
水

頭
症
（
ｉ－

Ｎ
Ｐ
Ｈ
）
６
例
（
１
・
３
％
）、
慢
性
硬

膜
下
血
腫
２
例
（
０
・
４
％
）、
軽
度
認
知
機
能
障
害

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
３２
例
（
７
・
０
％
）、
正
常
者
５３
例
（
１１

・
６
％
）、
う
つ
病
１８
例
（
４
・
０
％
）
で
あ
っ
た
。

Ａ
Ｄ
が
過
半
数
を
占
め
る
こ
と
は
事
前
に
予
測
で
き
た

が
、
正
常
者
が
１２
％
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
予
想
外
で

あ
り
、
市
報
な
ど
を
通
じ
て
一
般
市
民
に
も
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
周
知
さ
れ
て
き
て
い
る
結

果
と
考
え
ら
れ
た
。
正
常
者
、
う
つ
病
な
ど
を
除
い
た

上半期

２６９

４，１９４

１２３

５２８

９月

４０

７１５

１７

１０９

８月

５０

６９４

２９

８５

７月

４４

７１８

２１

９７

６月

５２

７００

２３

８９

５月

４７

６８２

２３

６３

４月

３６

６８５

１０

８５

新患

外来再診

入院患者

相談数

下半期

１８６

２，９４５

１０４

５０９

１月

４３

７５３

３４

１７８

１２月

４２

７５４

２７

１４７

１１月

４３

６９８

２２

１１２

１０月

５８

７４０

２１

６６

新患

外来再診

入院患者

相談数

�当センターの外来、入院、相談件数（２００９年４月～２０１０年１月）
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認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
患
者
間
で
の
比
較
で
は
Ａ
Ｄ
が

６８
％
、
Ｖ
Ｄ
８
％
、
Ｄ
Ｌ
Ｂ
Ｄ
６
％
、
Ｆ
Ｔ
Ｄ
３
％
で

こ
の
４
つ
の
疾
患
で
認
知
症
全
体
の
８５
％
を
占
め
た
。

治
療
可
能
な
認
知
症
に
お
い
て
は
ｉ－

Ｎ
Ｐ
Ｈ
が
６

例
と
最
も
多
か
っ
た
。
表
�
に
１０
カ
月
間
に
ｉ－

Ｎ
Ｐ

Ｈ
を
疑
っ
た
患
者
の
結
果
を
示
し
た
。
１０
例
の
う
ち
８

例
にtap-test

を
行
い
、
６
例
に
お
い
て
陽
性
の
結
果

で
あ
っ
た
た
め
、
脳
外
科
に
お
い
てshunt

術
を
施
行
。

L
P-shunt

５
例
、V

P-shunt

は
高
度
腰
椎
変
形
を
有
す

る
患
者
１
例
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
たshunt

術
も
６
例

中
５
例
は
市
内
の
４
医
師
会
（
浦
和
、
大
宮
、
岩
槻
、

さ
い
た
ま
市
与
野
医
師
会
）
共
同
運
営
の
さ
い
た
ま
市

民
医
療
セ
ン
タ
ー
に
て
施
行
（
１
例
は
個
人
的
な
関
係

か
ら
都
内
の
大
学
病
院
を
希
望
）、
治
療
可
能
な
認
知

症
に
お
け
る
地
域
脳
外
科
と
の
連
携
も
順
調
に
滑
り
出

し
て
い
る
。

総
外
来
患
者
数
（
表
�
）
は
上
半
期
平
均
６
９
９
名

／
月
か
ら
下
半
期
４
カ
月
平
均
７
３
６
名
／
月
と
増
加
、

同
様
に
入
院
患
者
数
も
上
半
期
２０
・
５
名
か
ら
２６
名
／

�新患患者の鑑別の内訳（n＝４５５）
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月
、
相
談
件
数
に
お
い
て
は
８８
件
か
ら
１
２
７
件
／
月

へ
と
４４
％
の
増
加
を
認
め
、
相
談
件
数
の
増
加
か
ら
受

診
、
入
院
に
結
び
つ
い
て
い
る
患
者
が
多
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
医
療
連
携
の
構
築
も
順
調
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。

２）
か
か
り
つ
け
医
（
地
域
医
師
会
）
と
の
連
携

さ
い
た
ま
市
４
医
師
会
が
中
心
と
な
り
、
市
内
の
認

知
症
患
者
の
早
期
診
断
・
早
期
治
療
、
か
か
り
つ
け
医

と
専
門
医
の
連
携
、
医
療
と
福
祉
の
連
携
が
さ
い
た
ま

市
１０
区
で
平
準
化
し
た
認
知
症
対
策
と
し
て
円
滑
に
運

営
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
８
年
に
さ
い

た
ま
認
知
症
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
た
。
認

知
症
に
携
わ
る
医
師
を
�
か
か
り
つ
け
医
か
ら
紹
介
さ

れ
た
患
者
を
診
断
す
る
専
門
医
、
�
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
研
修
を
終
了
し
た
医
師
（
市
内
に
１０
名
）、
�
も
の

忘
れ
相
談
医
（
外
来
で
簡
単
な
相
談
に
応
ず
る
医
師
２

０
０
名
弱
）、
�
各
区
に
一
名
（
１０
区
で
１０
名
）
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
認
知
症
の
相
談
を
行
う
際
の
窓

さいたま市民医療センター

さいたま市民医療センター

さいたま市民医療センター

さいたま市民医療センター

さいたま市民医療センター

都内大学病院

問題行動の悪化のため

アリセプトにて著明改善

精密検査中

抗パーキンソン薬で加療中

shunt ope

LP

VP

LP

LP

LP

LP

（－）

（－）

（－）

（－）

Tap test

陽性

陽性

陽性

陽性

陽性

陽性

拒絶

施行せず

擬陽性

陰性

７９歳 男

７９歳 男

７７歳 男

７４歳 女

８７歳 男

７４歳 男

８６歳 女

７０歳 男

８４歳 男

７３歳 男

F.I.

F.K.

M.S.

A.S.

K.K.

Y.K.

I.D.

A.Y.

H.O.

T.S.

�i-NPHを疑った患者の Tap-test、shunt ope の結果
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口
と
な
る
認
知
症
連
携
担
当
医
の
４
群
に
大
別
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
２
０
０
９
年
度
に
さ
い
た
ま
認
知
症
ケ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
実
際
に
医
療
機
関

名
の
記
載
さ
れ
た
も
の
）
を
１
万
部
作
成
、
市
内
に
配

布
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発

足
に
積
極
的
に
参
加
し
、
も
の
忘
れ
相
談
医
研
修
会
に

お
い
て
は
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
目
的
と
実
績

を
報
告
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
０
９
年
度
に
は

大
宮
医
師
会
、
さ
い
た
ま
市
与
野
医
師
会
に
お
い
て
認

知
症
ク
リ
ニ
カ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
３
回
講
演
で
１

シ
リ
ー
ズ
、
計
６
回
の
講
演
）
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、

い
ず
れ
の
医
師
会
に
お
い
て
も
私
が
講
師
を
務
め
、
地

域
に
お
け
る
認
知
症
の
専
門
医
療
に
係
る
研
修
を
行
っ

た
。
現
在
、
地
域
医
師
会
は
在
宅
医
療
・
認
知
症
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
充
実
に
力
を
注
い
で
お
り
、
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
は
地
域
医
師
会
と
の
良
好
な
関
係
を
保
つ

こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
新
た
に
認
可
さ
れ

る
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
医
師
会
入
会
の
有
無
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
る
。

３）
医
療
と
福
祉
の
連
携

２
０
０
９
年
５
月
に
市
内
２５
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
す
べ
て
な
ら
び
に
１０
区
の
認
知
症
連
携
担
当
医
を

招
集
し
、
第
１
回
連
携
協
議
会
を
開
催
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー
に
望
む
こ
と
、

ま
た
逆
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
が
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
望
む
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
第
２

回
連
携
協
議
会
と
し
て
年
度
内
に
さ
い
た
ま
市
周
辺
の

認
知
症
専
門
病
棟
を
有
す
る
医
療
機
関
と
の
協
議
会
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
強
化
を

図
る
目
的
で
４
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
在
宅
医
療
研

究
会
を
２
０
０
９
年
度
も
医
療
セ
ン
タ
ー
内
で
７
月
と

１
月
に
開
催
、
７
月
は
若
年
性
認
知
症
の
悲
劇
と
題
し
、

ピ
ッ
ク
病
患
者
ご
家
族
の
お
話
（
医
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
１
０
７
名
参
加
）、
１
月
に
は
在
宅
医
療
の
草

分
け
の
太
田
秀
樹
先
生
の
講
演
（
６８
名
参
加
）
を
開
催
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し
た
。

お
わ
り
に

１
２
０
万
都
市
に
一
つ
し
か
な
い
認
知
症
疾
患
医
療

セ
ン
タ
ー
（
県
民
７
０
０
万
人
の
埼
玉
全
県
で
も
当
セ

ン
タ
ー
を
合
わ
せ
て
３
つ
）
で
認
知
症
疾
患
診
療
す
べ

て
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
認
知
症
患
者
に
対

し
、
迅
速
か
つ
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
に
は
多
く
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
し
か
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
認
知
症
診
療
の
頂
点
に
立

つ
の
で
は
な
く
、
多
く
の
網
の
目
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
心
に
位
置
し
、
今
後
２
年
目
、
３
年
目
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
密
に
し
て
い
く
こ
と
が
こ
の
事
業
達
成
の
大
き

な
柱
で
あ
る
と
考
え
る
。

わ
れ
わ
れ
の
セ
ン
タ
ー
が
一
年
目
に
も
か
か
わ
ら
ず

順
調
に
滑
り
出
せ
た
の
は
、
セ
ン
タ
ー
の
認
可
を
受
け

る
以
前
か
ら
の
地
域
医
師
会
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
連

携
、
共
催
の
研
修
会
な
ど
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
大
変

役
立
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
精
神
科
領
域
の
場
合
、
地
域

医
師
会
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
医
療

機
関
が
多
く
あ
り
、今
後
認
知
症
ば
か
り
で
な
く
、様
々

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
必
要
と
な
る
た
め
、
是
非
地

域
医
療
と
の
連
携
が
十
分
図
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

（
埼
玉
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）
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